
学校番号 1011 

平成 31 年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 工芸Ⅰ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「工芸Ⅰ」 （日本文京出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・芸術としての工芸への関心や理解を高めるとともに、日本の伝統工芸品や文化について学び、 

 個性を生かした創造的な活動をめざします。用途や見た目の美しさの調和を考え、意図に応じて材

料や用具を活用し、創意工夫して制作しましょう。 

・工芸品とは、日本の伝統的な表現方法を生かし、用途、美しさ、使う人のことを考えながら、  

材料を活用し、制作します。アイデアスケッチの内容を充実させることが大切です。 

「鑑賞」の時間では日本の工芸の特質や美意識に気づき、工芸の伝統と文化について理解を深 

めていきましょう。 

２ 学習の到達目標 

工芸の幅広い活動を通して、生涯にわたり工芸を愛好する心情と生活を豊かにするために工夫する態

度を育てるとともに、感性を高め、創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、工芸の伝統と文化について

の理解を深める。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観点 a:工芸への 

関心・意欲・態度 
b:発想や構想の能力  c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

工芸の創造活動の喜

びを味わい、多様な

表現方法や文化に関

心を持ち、主体的に

表現や鑑賞の創造活

動に取り組もうとす

る。 

感性や想像力を働かせ

て、感じ取ったことや

考えたこと、目的や機

能、美しさなどから主

題を生成し、創造的な

表現の構想を練ってい

る。 

創造的な工芸作品の

表現をするために必

要な技能を身に付け、

意図に応じて、表現方

法を工夫している。 

他者や画家の工芸作

品などの表現の工夫

や美術文化などを理

解し、そのよさや美し

さを創造的に味わっ

ている。 

評
価
方
法 

制作の様子 

ワークシート 

鑑賞活動やグループ

ワークの様子 

ワークシート 

アイデアスケッチ 

制作途中の作品 

作品 

制作途中の作品 

作品 

ワークシート 

発言内容 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学  
期 

題
材
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

理
想
の
暮
ら
し
を
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ハ
ウ
ス
で
再
現 

   

・オリエンテーション 

 日本の文化、地域、時代など

の違いから、自身たちの暮らし

と工芸の関わりを考える。 

【立体表現】 

・ミニチュアハウス 

 理想の家のアイデアスケッチ

をする。  

バルサ材、5 ㎜角材、アイス棒

などを使って、ミニチュアハウス

を作る。布や小枝を加工して、 

家具に見立てる。 

・相互鑑賞 

 

○ 

 

 

 

 

  

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:工芸の表現に関心を持ち、これから

の学習に意欲を高めている。 

b:“家”の目的や機能、外観などから

アイデアを生成し、創造的な表現の

構想を練っている 

c：豊かな暮らしを考え、理想の家の

間取りや外観を表現するための必

要な技能を身に付け、意図に応じ

て、表現方法を工夫している。 

d：他者の作品のよさや美しさ、表現

の工夫などを感じ取り、作品につい

て理解を深めている。 

 

学習活動の

様子 

 

制作の様子 

作品 

マ
イ
コ
イ
ン
ケ
ー
ス
を
作
ろ
う 

 

【革細工】 

・コインケース（またはパスケー

ス）のアイデアスケッチのの

ち、型紙を作る。 

・革の扱い方を学び、コインケ

ースを作る。仕上げにカービン

グ、染色する。 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

     

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

   

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:革の特徴を生かし、使いやすさと美

しさに関心を持ち、形や色彩などの

働きを考えながら表現しようとし

ている。 

b:使いやすさや形や色彩などの働き

を考えて表現の構想を練っている。 

c:カービングなどの革細工ならでは

の表現方法を生かし、工夫して、型

紙を元に条件や計画を基に表現し

ている。 

 

 

制作の様子 

 

制作途中の

作品 

 

作品 

２
学
期 

    

 

手
作
り
オ
カ
リ
ナ
で
演
奏
会 

 1
 

学
期
制
作
作
品
鑑
賞 

【陶芸】 

・オカリナのデザインアイデアス

ケッチを描く。 

 

・型作りでオカリナを作る。 

素焼きした後にアクリルガッシ

ュで着彩し、ニスで仕上げる。 

 

・完成したオカリナを実際に吹

いて、演奏する。 

○ 

 

   

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a：陶芸という技法で楽器ができるこ

とから創造活動の喜びを味わい、多

様な表現方法に関心を持ち、主体的

に表現や鑑賞の創造活動に取り組

もうとする。 

b:感性や想像力を働かせて、目的や 

機能、美しさなどから主題を生成 

し、創造的な表現の構想を練ってい 

る。 

d：完成したオカリナを実際に演奏するこ

とで、作品完成の達成感を味わうととも

に、工芸と音楽の密接さを理解する。 

鑑賞用のワ

ークシート 

 

 

鑑賞活動の

様子や発言

内容 

 

 



２
学
期 

２
学
期 

２
学
期 

 

籐
か
ご
の
制
作 

 

籐
編
み
で 

【籐編み】 

・アイデアスケッチ 

作りたいかごの形を考える。 

 

・制作 

手順を確認しながら、ボウルな

どの型を利用し、籐を編んでい

く。 

 

・ニスで着彩する。 

・相互鑑賞 

  

  

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:籐編みの、特徴的な表現方法に関心

を持ち、主体的に創造活動に取り組

もうとする。 

b:籐の特性を生かし、使用意図を考

え、形体、大きさなどを工夫して表

現の構想を練っている。  

c:籐編み作品の表現をするために必

要な技能を身に付け、意図に応じ

て、表現方法を工夫している。  

d:完成した作品のよさや美しさ、表現

の工夫などを感じ取り、作品につい

て理解を深めている。 

 

制作の様子 

 

制作途中の

作品 

 

鑑賞ワーク

シート 

 

作品 

３
学
期 

 

オ
リ
ジ
ナ
ル
紙
袋 

【紙袋のデザイン】 

 
･アイデアスケッチ 

どのような場面で使用された

いかなどのコンセプトも考え

る。 

色のバランスや配置などの構

想を練る。 

 

・考えたデザインを元に紙袋

を制作する。 

紙袋は既存の物を使用する。

ゴムはんこを彫って、テーマに

沿って構成されたデザインを

元に紙袋に押す。 

 

・相互鑑賞 

 アイデアスケッチ、コンセプト

と共にプレゼンテーション 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

      

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

a:生活用品をデザインすることに関

心を持ち、使用される場面や相手の

ことを意識し、主体的に取り組もう

としている。 

b:生活が豊かになるような、普段使い

に最適なテーマを元に、色のバラン

スや配置なども工夫されたデザイン

を構想している。 

c:ゴムはんこを彫る際に細部まで丁

寧な作業を心がけ、表現方法を工夫

している。 

d: 完成した作品のよさや美しさ、制

作意図、表現の工夫などを感じ取

り、作品について理解を深めてい

る。 

 

 

制作の様子 

ワークシート 

アイデアス

ケッチ 

制作途中の

作品 

 

 

 

鑑賞活動の

様子や発言

内容 

作品 

 

 

※ 表中の観点について a:美術への関心・意欲・態度   b:発想や構想の能力 

c:創造的な技能         d:鑑賞の能力 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 


